
総合科学技術会議 知的財産戦略専門調査会について 

平成14年3月20日 

内 閣 府 
１．趣 旨 

○知的財産権の問題については、科学技術政策の観点からの議論

が重要。 
○このため、総合科学技術会議では、専門調査会を設置して、こ

れを議論し、その内容をこの戦略会議に提言したい。 

○第 1 回会合を 3 月 14 日に開催。今後、下記の観点から議論を
行う予定。 

 

２．検討課題例と専門調査会関係意見 
(1) 研究開発投資に見合った知的財産の確保 

① 日本版バイドール条項の見直しなど、国費による研究開発

の成果について、国益の観点から検討 
② 大学等の知的財産の機関帰属化 

③ 申請費用（海外出願、弁理士費用等）の予算措置や専門家

配置により権利化を促進 
 

(2) 先端技術分野における知的財産の保護 

○先端的な研究により生まれる新たな技術・知識の特許基準
の明確化。 

例えば、タンパク質の立体構造、新たな医療技術・医薬品、

ビジネスモデルなど 
 

(3) 基盤整備 

① 職務発明制度を研究者に発明へのインセンティブを与える
よう改善 

② 営業秘密の流出に対する罰則など知的財産侵害に対する制

裁強化 
③ 知的財産に強い法科大学院等による専門人材育成 

④ 世界特許に向けて手続や要件の国際的な調和 

 
３．スケジュール 

6月頃 中間まとめ 
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